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食
欲
そ
そ
っ
た
Ｆ
１
１
大
会

官
城
、
岩
千
両
県
沿
岸
の
仮
設
商
店
街
に
よ
る
食
の
交
流
イ
ペ
ン
ト
「
復
興
グ
ル
メ
Ｆ
Ｉ
士

大
会
」
が
2
0
日
、
気
仙
沼
市
南
附
の
「
南
附
票
市
場
」
で
聞
か
れ
た
。
市
内
外
か
ら
約
１
む
０

Ｏ
人
が
来
爆
圧
催
者
発
表
）
。
震
災
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
各
仮
設
商
店
街
を
応
接
し
よ
う

と
、
自
慢
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
食
べ
比
べ
、
舌
鼓
を
打
っ
た
。

地
元
・
サ
ン
マ
テ
ィ
ー
ヤ
が
優
勝

　
初
開
催
の
大
会
に
は
、

岩
手
県
大
槌
町
や
陸
前
高

旧
市
、
石
巻
市
な
ど
６
力

所
の
仮
設
商
店
街
が
参

加
。
気
仙
沼
・
本
吉
地
方

か
ら
は
、
「
南
町
紫
市

場
」
と
所
三
陸
町
の
「
南

三
陸
さ
ん
さ
ん
商
店
街
」

が
エ
ン
ト
リ
ー
し
た
。

　
　
「
め
か
ぶ
シ
フ
ォ
ン

ケ
ー
キ
」
　
（
大
槌
）
　
や

「
雄
勝
丼
（
ホ
タ
テ
ワ
カ

メ
ご
飯
）
」
（
石
巻
）
　
な

ど
、
各
商
店
街
の
創
作
料

ト各地のご当地グルメが並んだイペン

理
〒
品
）
を
各
３
０
０

円
で
販
売
。
来
場
者
が
割

り
箸
で
投
票
し
、
人
気
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
を
決
め
た
。

気仙沼

　
「
紫
市
場
」
は
、
サ
ン

マ
の
甘
霧
散
を
野
菜
と
一

緒
に
ピ
ザ
生
地
に
は
さ
ん

だ
「
気
仙
沼
サ
ン
マ

テ
ィ
ー
ヤ
」
、
「
南
三
陸
さ

ん
さ
ん
商
店
街
」
は
名
産

の
タ
コ
を
油
で
揚
げ
、
力

一 一

レ
ー
に
乗
せ
た
「
雨
三
陸

さ
ん
さ
ん
タ
コ
カ
レ
ー
」

を
販
売
。
話
題
住
む
お

り
、
開
始
早
々
か
ら
買
い

求
め
る
人
の
姿
が
続
い

た
。

　
投
票
の
結
果
、
「
気
仙

沼
サ
ン
マ
テ
ィ
ー
ヤ
」
が

２
４
５
票
を
獲
得
し
て
優

勝
。
「
南
三
陸
さ
ん
さ
ん

タ
コ
カ
レ
ー
」
Ｔ
ェ
５
５

啓
が
２
位
に
入
り
、
賞

品
と
し
て
米
な
ど
が
贈
ら

れ
た
。

　
紫
市
場
の
村
上
力
男
淫

事
長
は
「
各
商
店
街
が
力

を
結
集
し
、
新
商
品
の
開

発
な
ど
を
き
っ
か
け
に
三

陸
沿
岸
の
食
を
全
国
に
発

信
し
、
活
性
化
を
図
り
た

一一･
ｉい

と
話
し
た
。
今
後
も

錬
続
開
催
す
る
と
い
う
。
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